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課税標準額 

 売上高 105,998,000 円＋賃貸料 5,292,000 円 

 ＝111,290,000 円 

 111,290,000 円×
100

108
 ＝103,046,296 円 → 103,046,000 円 

課税標準額に対する消費税 

 103,046,000 円×6.3％＝6,491,898 円 

 …  

差引税額 

 6,491,898 円－2,189,000 円＝4,302,898 円 

 → 4,302,800 円 

納付税額 

 4,302,800円－2,950,000 円＝1.352,800 円 

課税標準額 

 売上高 105,998,000 円＋（3,000,000 円－1,000,000 円） 

 ＋賃貸料 5,292,000 円＝113,290,000 円 

 113,290,000 円×
100

108
 ＝104,898,148 円 → 104,898,000 円 

課税標準額に対する消費税 

 104,898,000 円×6.3％＝6,608,574 円 

 …  

差引税額 

 6,608,574 円－2,189,000 円＝4,419,574 円 

 → 4,419,500 円 

納付税額 

 4,419,500円－2,950,000 円＝1.469,500 円 
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